
５．本時の学習
(１) 本時の到達目標 １次関数の意味を理解し，事象から導き出した式をもとに，１次関数を見いだすことができる。
(２) 学習過程

過 程 学 習 活 動 時間 教師の指導・支援・評価 資料・ITV

ふりかえる １．ブラックボックスを使って，関数関係にあ ３ ・関数関係にあるχ，ｙの対応について表現できる ブラックボ
＜ 個 ＞ るχ，ｙの対応について言葉や式で表現する。 ように，前時の学習の資料を掲示しておく。 ックス

↓ ・比例の関係にある事象 ・本時の学習につながるように，比例と反比例を表
＜一斉＞ ・反比例の関係にある事象 す式を確認し掲示する。

つかむ ２．数学博士を紹介し，本時の学習課題を確認 １ ・生徒が馴染みやすいように，秋田県総合教育セン TV 会議ｼｽﾃﾑ
する。 ターの指導主事を「数学博士」として紹介する。

＜一斉＞
学習課題 ： 特別な関数の問題を解き，その特徴を見つけよう。

さぐる ３．学習問題を解く。 １２ 学習問題の
模造紙

＜一斉＞ 【学習問題】
↓ 優海くんは，お風呂に水を入れるようお母 ・日常の場面においても数学の考えが使われている 録音テープ

＜ 個 ＞ さんに頼まれた。 ことを意識付けるために，生徒が役割分担して読
↓ (母)「昨日の残り湯に水を足してちょうだい。」 んだ学習問題の録音テープを準備する。

＜小集団＞ (優海)風呂場に行き，蛇口をいっぱい開いて戻る。

１分後に見に行ったら，２４㎝の水位 ・問題に興味をもたせるために，「他に知りたいこと
３分後に見に行ったら，４０㎝の水位 はないか？」と問いかける。

あと何分で水を止めればよいでしょうか？ ・「水位が６４㎝になったら水を止める」という条件
１つだけを与える。

(１)解き方について話し合う。 ・１年「比例と反比例」の学習を想起させ，表やグ
ラフ，式をかいて考えることを知らせる。

(２)表やグラフ，式をかいて問題を解き，その ・取り組みやすくなるように，表やグラフが書き込 学習シート
関数の特徴を見つける。 める学習シートを準備する。

＜一斉＞ ４．問題の答えとその関数の特徴について発表 ８ ・「一定の割合で増えていること」「０分の時の水位 グラフ黒板
し合い，１次関数の定義 を知る。 が決まっていること」が一目で分かるように，掲 模造紙の表

↓ 示用のグラフ黒板と模造紙の表を準備する。
ｙ＝ａχ＋ｂ と表せる関係 ・式化できない生徒には，言葉の式から具体的な関

χに比例する部分 定数の部分 係をとらえさせてから式化するように指導する。

ふかめる ５．４人グループで練習問題を解く。 ２０ ・個の学習を深めるために，一人１問を担当させ， 学習シート
できたらグループになって確認し合わせる。

＜ 個 ＞ 【練習問題】
↓ 次の①~④の式を書き，１次関数を見つけなさい。 【 評価 】

＜小集団＞ ①水槽に水を入れ始めてからの時間χ分と水の深さｙ㎝ ①文章を読み取り，ｙをχの式で表すことがで
②面積が１８㎠の長方形の横の長さχ㎝と縦の長さｙ㎝ きたか。
③ばねにおもりを下げたときのおもりの重さχｇとばね ②１次関数の定義を理解し，４つの事象の中か

の長さｙ㎝ ら１次関数を選ぶことができたか。
④線香に火をつけてからの時間χ分と残りの線香の長さ ③自分の考えを，表やグラフ，式などをつかっ

ｙ㎝ て説明することができたか。

６．答え合わせをする。 ・一人一人の定着を見取るために，自分が解いた問 TV 会議ｼｽﾃﾑ
・①②は授業者，③④は数学博士に持ってい 題については，自分で解説するように指示する。
って説明する。 ・早く終わったグループには，問題集に取り組むよ

うに指示する。

＜一斉＞ ７．数学博士からの解説を聞く。 ５ ・指導主事から，正解の発表とプレゼンテーション
を使った説明をしてもらう。

※①の比例の式は１次関数の特別な場合(ｂ＝０)
であること，④では１次関数にはａが負の場合も
あること，について解説してもらう。

まとめる ８．学習記録カードに，反省を記入する。 １ ・次時の学習につながるように，本時の学習で初め 学習記録
＜ 個 ＞ て分かったこと，これからがんばりたいことなど カード

を記入するよう指示する。


